帝劇で ドイツ 映画 「ブロンドの 夢」 というの を 見た _ 

途中から 見た だけで は あるし、 別に 大して 面白い 映画 

とも 思われなかった が、 その 中の 一場面と して この 映 

画の 主役と なる 老若男女 四 人が 彼等の 共同の 住家と し 

て 鉄道 客車の 古物 を どこかから 買って 来る という 事件 

が ある。 そうして、 若い 娘と 若い 男 二人が その 奇抜な 

としと 

新宅の 設備に かかって いる 間に、 年老った 方の 男 一人 

てふうきん 

は 客車の 屋根の 片端に 坐り込んで 手風琴 を 鳴らしな が 

のんき 

ら 呑気そう な 歌 を 唄う。 ところが その 男の よく 飼い 馴 

からす 

らした と 見える 鴉が 一 羽 この 男の 右の 片膝に 乗って 

しさ い 

大人しく すまし 込んで いる。 そうして 時々 仔細ら しく 



で 見られる ほどの 運動 は 老人の 膝に 認められな いが、 

微細な 波動がない と は 云われな い ので ある。 

しかし、 また 一 方から 考える と、 元来 多くの 鳥 は 天 

性の 音楽家で あり、 鴉で も 実際 かなりに 色々 の 「歌」 

を 唄う ことが 出来る ばかりでなく、 ロンドンの 動物園 

にいた ある 大鴉 など は 人が 寄って 来る と "who Eire 

you?" と 六 かしい 声で 咎める ので 観客の 人気者と なつ 

たという 話で ある。 そんな ことから 考える と、 鴉が す 

ぐ 耳元で 歌って いる 歌に 合わせて 頸 を 曲げる ぐらい は 

何でもない ことか もしれ ない。 

とにかく、 これに 関して はや はり 『野鳥』 の 読者の 



しょうけい 

中に 知識 を 求める のが 一 番の 捷径 であろうと 思われ 

あっか ま けが 

るので 厚顔し くも 本誌の 余白 を 汚した 次第で ある。 

(昭和 十 年 二月 『野鳥』) 
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